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豚肉 
◆飼養動向 

 ３年２月現在の１戸当たり飼養頭数、平成３１年比１３.９％増

 豚の飼養戸数は減少傾向で推移しており、令和３年は、

３８５０戸（平成３１年比１０.９％減）と平成３１年

からかなりの程度減少した（図１）。一方、総飼養頭数

は、近年おおむね減少傾向にあったものの、令和３年

は９２９万頭（同１.５％増）と平成３１年からわず

かに増加した。１戸当たり飼養頭数は、３１年から

２９３.６頭増加して２４１３頭（同１３.９％増）と

なった。また、令和３年の子取り用雌豚の１戸当たり

の飼養頭数も２４.２頭増の２７０.８頭（同９.８％

増）となった。小規模生産者を中心として飼養戸数が

減少したものの、１戸当たり飼養頭数は増加し大規模

化が進行している。 

 

図１ 豚の飼養戸数および飼養頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料：農林水産省「畜産統計」 
注１：各年２月１日現在。  
注２：令和２年は農林業センサス実施年のためデータなし。 

◆生 産 

 ２年度の生産量、前年度比１.５％増

 豚のと畜頭数は、平成２９年度に前年の夏場の猛暑に

よる繁殖成績の低下などで減少したものの、近年はおお

むね増加傾向で推移している。令和２年度は、１６７６

万３０９８頭（前年度比１.９％増）と前年度をわずか

に上回った（図２）。 

 また、同年度の１頭当たりの平均枝肉重量は、７８.１キ

ログラムと前年度を０.３キログラム下回った。 

図２ 豚のと畜頭数および平均枝肉重量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 

 注：平均枝肉重量は全国平均。 
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 生産量については、夏場の暑さによる繁殖成績の低下

などから出荷頭数が減少した平成２９年度を除き、畜産

クラスター事業などの取り組みなどにより、おおむね増

加傾向で推移している。令和２年度は、出荷頭数の増加

などから９１万６６７１トン（同１.５％増）と前年度

をわずかに上回った（図３）。 

 

図３ 豚肉生産量および子取り用めす豚の頭数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：農林水産省「畜産統計」、「食肉流通統計」 
注１：生産量は、部分肉ベース。 
注２：子取り用めす豚の頭数は、各年度２月１日現在。令和元年度は 

２０２０年農林業センサス実施年のためデータなし。 

◆輸入 

 ２年度の豚肉輸入量、前年度比７.３％減 

豚肉 

 豚肉の輸入量については、冷蔵品は、国内の好調な需

要などから増加傾向で推移している。冷凍品は、ＥＵ諸

国からの輸入量の増加や、カットなど技術面の向上によ

りメキシコ産などの輸入量が増えたこともあり、令和元

年度までは、６年連続で増加していた（図４）。 

 

図４ 豚肉の輸入量および輸入価格の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：財務省「貿易統計」 

 注 1：部分肉ベース。 
 注２：合計にはくず肉を含む。 

 

２ 年 度は 、８ ８ 万３ ９８ ５ トン （前 年 度比 

７.３％減）と前年度をかなりの程度下回った。このう

ち、冷蔵品は好調な需要を背景に、４１万８２４０トン

（同０.６％増）と前年度をわずかに上回ったが、冷凍

品は、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-１９）

の影響による業務用需要の減少などにより、４６万

５７０３トン（同１３.３％減）と前年度をかなり大き

く下回った。 

 ２年度の国別輸入量は、米国産が２５万２６５トン（同

０.４％減）、カナダ産が２３万５４３０トン（同０.３％

減）、スペイン産が９万８９９５トン（同１９.４％減）、

デンマーク産が７万４２６９トン（同２７.５％減）と前

年度から減少した一方、メキシコ産は１０万４５７２ト

ン（同０.８％増）と前年度から増加した（図５）。 

 

図５ 豚肉の国別輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
資料：財務省「貿易統計」 

 注１：部分肉ベース。 
 注２：くず肉を含む。  

年報畜産 ２０２１ 【国内：豚肉】 

270 263 258 251 250

117 112 104 102 74

187 214 223 236 235

90 110 109 123
99

78
86 89 104

105

916 953
884

877
926

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

平成28 29 30 令和元 2

米国

カナダ

その他

（千トン）

（年度）

デン
マーク

メキシコ

スペイン

894 890 897 903 917

839
824

853
823

 550

 600

 650

 700

 750

 800

 850

 900

 950

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1,000
1,100
1,200
1,300
1,400
1,500

平成28 29 30 令和元 2

（千頭）（千トン）

子取り用めす豚の頭数（右軸）

0

生
産
量

（年度）

364 399 405 416 418 

513 527 511 537 466 

526 528 526 528 531

150

200

250

300

350

400

450

500

550

600

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

平成28 29 30 令和元 2

（千トン）

冷
凍
品

冷
蔵
品

輸入価格（CIF、右軸）
（円/kg）

953
877 884926 916

0
（年度）



 

3 

豚肉調製品・ソーセージ 

 豚肉調製品やソーセージの輸入量については、底堅い

需要を背景とし、現地相場の変動に伴う増減を繰り返し

ながらもおおむね増加傾向で推移している。 

令和２年度は、もも調製品・かた調製品の輸入量は

前年度を上回ったものの、主要輸入先の豚肉相場が、

中国におけるアフリカ豚熱発生に伴う輸入需要の増加

の影響により上昇していたことなどから、その他調製品

の輸入量が減少し、合計では２１万８１０トン（前年度

比１.２％減）と前年度をわずかに下回った（図６）。 

図６ 豚肉調製品およびソーセージの輸入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：財務省「貿易統計」 
注１：もも調製品：160241090（関税率 20％）。 
注２：かた調製品：160242090（関税率 20％）。 
注３：その他調製品：160249290（関税率 20％）。 
注４：ソーセージ：160100000（関税率 10％）。 

◆消費 

 ２年度の推定出回り量は前年度比０.９％増、家計消費量は同８.８％増  

推定出回り量 

 豚肉の推定出回り量は、近年の好調な豚肉消費を背景

に増加傾向で推移している。平成２８年度は牛肉需給の

引き締まりを受け、豚肉の需要が増加し、その後も肉ブ

ームなどを背景におおむね増加傾向で推移している。 

 令和２年度は、国産品は９１万６１７１トン（前年

度比２.０％増）と前年度をわずかに上回り、輸入品は

９１万１１８０トン（同０.２％減）と前年度並みとな

った（図７）。この結果、全体では１８２万７３５１ト

ン（同０.９％増）と前年度をわずかに上回った。なお、

合計に占める国産品の割合は５０.１％（同０.５ポイン

ト増）となり、３年連続で前年度を上回った。 

 

図７ 豚肉の推定出回り量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農畜産業振興機構推計 

  注：部分肉ベース。 

家計消費 

  豚肉消費の約５割を占める家計消費について、年間１

人当たりの豚肉の家計消費量を見ると、令和元年度にお

いては一時的な減少があったものの、家庭における好調

な豚肉需要を背景におおむね増加傾向で推移している。

２年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響により巣ごもり需要が

旺盛となったことから、年間１人当たり７.８キログラ

ム（前年度比８.８％増）と前年度をかなりの程度上回

った（図８）。 

 

図８ 豚肉の家計消費量（年間１人当たり）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
資料：総務省「家計調査報告」 
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◆在庫 

 ２年度の推定期末在庫量、前年度比１３.４％減  

 豚肉の推定期末在庫量については、約９割を輸入品が

占めており、そのうち９割強を冷凍品が占めている。こ

のことから、推定期末在庫は輸入量や生産量の影響を受

け、増減を繰り返しながら推移している。 

令和２年度は、国産品はＣＯＶＩＤ-１９の影響により

巣ごもり需要が旺盛となったことにより、２万４１０４ト

ン（前年度比３.８％減）と前年度をやや下回った（図９）。

輸入品は、ＣＯＶＩＤ-１９の影響による業務用需要の減

少などにより、１５万７８８０トン（同１４.７％減）と、

前年度をかなり大きく下回った。この結果、合計では

１８万１９８４トン（同１３.４％減）と前年度をかな

り大きく下回った。 

図９ 豚肉の推定期末在庫量の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
資料：農畜産業振興機構調べ 
注１：部分肉ベース。 
注２：四捨五入の関係で、合計値は必ずしも一致しない。 

◆枝肉卸売価格 

 ２年度の枝肉卸売価格、９.３％高

 豚枝肉卸売価格（東京、極上・上加重平均）は、出荷

頭数が少なくなる春から夏にかけて上昇基調で推移し、

出荷頭数の増加する秋ごろに低下する傾向にある。 

令和元年度は、記録的な暖冬の影響で供給量が増加し

価格が低下していたが、２年度は、ＣＯＶＩＤ-１９の影

響による巣ごもり需要が旺盛となり、価格は例年より高

い水準で推移した。この結果、年度平均では１キログラ

ム当たり５７０円（前年度比９.３％高）となった（図

１０）。 

図１０ 豚枝肉の卸売価格（東京）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
資料：農林水産省「食肉流通統計」 
注１：卸売価格は、極上と上の加重平均。 
注２：消費税を含む。 
注３：３０年度安定価格については、平成３０年１２月２９日まで適用。 
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◆小売価格 

 ２年度の小売価格、国産品は前年度並み、輸入品は低下

 豚肉の小売価格（ロース）について、令和２年度は、

国産品は、生産量は増加したものの、１００グラム当た

り２６６円（前年度同）と前年度並みとなった（図１１）。

輸入品は、国内の輸入品在庫が高水準で推移していたこ

となどから、同１４４円（前年度比４.６％安）と前年

度をやや下回った。 

 

 

 

 

 

図１１ 豚肉の小売価格（ロース）の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：農畜産業振興機構調べ 
 注：消費税を含む。
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